
令和７年度九州産業大学硬式野球部ＯＢ会総会 議事要録（案） 

 

日  時  令和７年６月14日（土）１５時２６分～１６時３２分 

場  所  ソラリア西鉄ホテル８階「聖天」 

  出席者 古屋 哲美ＯＢ会会長（７期）、内田 佐太郎ＯＢ会副会長（17期）、柴田 善夫（13期）、 

加藤 康雄（18期）、大久保 哲也（22期（現硬式野球部監督））、後藤 良則（24期）、 

加来 敬季（46期）、吉田 糧（48期） 

（事務局） 中村 祐士（49期）、砂田 亘（51期）、前田 尚輝（53期） 

 

    議事に先立ち、古屋ＯＢ会会長（７期）（以下「ＯＢ会長」という。）から、本総会の出席状況（出席者11名、

委任状提出者58名、計69名）により、九州産業大学硬式野球部ＯＢ会会則（以下「ＯＢ会会則」という。）第１

４条第４項「総会は、会員の２０分の１以上の出席により成立する。」により本総会の成立要件を満たしている旨

の報告があった。 

続いて、本日17時00分から同窓会楠風会総会が同階で行われるため、会のスムーズな進行にご協力いただき

たい旨が述べられた。 

     その後、例年、固定会員のみでの開催であったことから、今年度から各年代の役員「常任委員」にも出席を   

原則義務付け開催したため、例年より多くのＯＢの方々に出席いただいたことについて、感謝の意が述べられた。 

 

議  題 

１．令和６年度収支決算報告について  

事務局の前田（53期）から、資料に基づき、令和６年度収支決算報告について説明があった。 

 

その後、大久保（22期）から、収支決算報告資料に関する硬式野球部に対するＯＢ会からの仮払金について、   

バス代等で年間高額な経費が発生することから、一時、借用し、本年 8月に部費からＯＢ会へ返済する旨の補足説 

明があった。 

 

加藤（18期）から、収支決算報告資料の記載について、一部内容の確認があり、その後、事務局から、確認箇所 

を修正する旨の説明があり、了承された。 

 

その後、事務局の中村（49期）から、資料に基づき、会計監査報告について説明があり、了承された。 

 

続いて、ＯＢ会長から、硬式野球部員が終身会費を納入する時期について、現ＯＢ会会則では、「原則として本 

学卒業時に納入するものとする。」と規定しているが、この時期が最適であるか否か、納入時期を早めたほうがよい 

か出席者へ意見聴取があった。 

 

その後、以下のとおり意見が述べられた。 

大久保（22期） 

・会則改正があれば、本学卒業時以外の時期で納入を促すことも可能であるが、近年、退部者は減少傾向にある。 

 

柴田（13期） 

・納入時期を早めた場合、現ＯＢ会会則第５条に規定している「会員」の定義を逸脱してしまう恐れがあること 

に加え部員、保護者が違和感を覚える可能性が高いことを鑑みると、現行の納入時期が最適ではないか。 

  

加藤（18期） 

・硬式野球部員として４年間在籍していない学生からＯＢ会員としての終身会費を徴収する場合、会則に定めて 

いることに底触し、「訴訟」となる可能性もあることから、柴田（13期）先輩と同様、現行の納入時期が最適 

ではないか。 



最後にＯＢ会長から、本件については、各ＯＢ会員の意見を参考にさせていただき、再度、協議を進めていく旨 

の説明があった。 

 

２．屋内運動場（仮称）建設に伴うＯＢ会からの寄付について  

事務局の中村（49 期）から、資料に基づき、屋内運動場（仮称）建設に伴うＯＢ会からの寄付について説明が   

あり、「九州産業大学硬式野球部ＯＢ会」から学校法人中村産業学園九州産業大学に対し、建設環境整備（屋内運動

場（仮称））という名目で「200,000円」を寄付することが了承された。 

 

３．硬式野球部ＯＢ会員向け「ＬＩＮＥ公式アカウント」の発行について 

事務局の前田（53 期）から、資料に基づき、硬式野球部ＯＢ会員向け「ＬＩＮＥ公式アカウント」の発行に     

ついて説明があり、了承された。 

なお、次回（8 月末）各会員に郵送する郵便物に「硬式野球部ＯＢ会ＬＩＮＥ公式アカウント」の案内を同封す

る旨が付言された。 

 

４．その他 

（１）令和６年度卒部生の進路先一覧について 

   事務局の砂田（51 期）から、資料に基づき、令和６年度卒部生の進路先一覧について説明があった。 

 

（２）今後の行事日程等 

ＯＢ会長から、今後の行事日程等について説明があった。 

 

最後に、大久保（22期）から、コロナ過以前に実施していた「納会」について、昨今の社会情勢を鑑み「未成年

の飲酒」や「事件・事故」に巻き込まれたりする可能性があることから、開催については、4年生のみとする等、

開催方法について検討したい旨が付言された。 

 

以 上 


